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研究成果の概要 

2024 年度に電子・陽電子 CISS のための鍵プラットフォームである電子共役型共有結合構造体

（COF）の構築とその構造制御・薄膜化について研究を進めた．１）電子バンド伝導型 COF とその

構造に対するプロペラ型 Chirality の誘導、２）マイクロ波界面電荷輸送評価技術：TRMC＠

Interfaces を用いた界面電子並進運動量、について実施し、キラル COF 系・分子系における電子

スピン偏極率が 60％以上に達する系を見出した。同時に、COF の次元変換を達成し、陽電子輸

送を模した水素イオン伝導度計測において世界最高となる伝導度を達成した。 

キラルイオン分子とトポロジカル物質との協奏的相互作用を利用して新奇キラル量子物性ならび

に CISS効果の最大化を図ることを目的としている。2024年度は、(i) トポロジカル強磁性表面に対

するイオン液体ゲート下でのキラル分子電気二重層形成と、(ii) 遷移金属ダイカルコゲナイド

（TMD）バルク結晶へのキラル分子イオンの電気化学的インターカレーションという二つの実験プラ

ットフォームを構築し、それぞれにおいて顕著な成果を得た。 
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